
ｌ
書
評
・
紹
介Ｉ

本
書
は
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
の
出
版
で
あ
る
が
、
翌
五
十
五
年
七
月

龍
谷
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
一
回
の
日
本
印
度
学
佛
教
学
会
に
お
い

て
、
結
城
令
聞
博
士
は
「
大
谷
大
学
蔵
横
超
師
近
刊
元
暁
撰
二
障
義
に
因

み
華
厳
の
智
雌
・
法
蔵
と
元
暁
と
の
関
連
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
本
書
を

紹
介
し
つ
つ
、
二
障
義
を
始
め
と
す
る
元
暁
（
六
一
七
’
六
八
六
）
の
教
学

が
い
か
に
中
国
の
華
厳
教
学
、
な
か
で
も
法
蔵
（
六
四
三
’
七
一
二
）
の
そ

れ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
残
念
な

が
ら
結
城
博
士
は
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
二
九
号
誌
上
に
寄
稿
さ
れ
ず
、

そ
れ
は
口
頭
発
表
の
み
に
留
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
公
の
場
で
本
書
の
紹
介

を
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
の
発
表
を
拝
聴
し
た
一
人
と
し
て
、

こ
の
こ
と
を
先
ず
始
め
に
明
記
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
横
超
慧
日
博
士
が
大
谷
大
学

図
書
館
所
蔵
の
二
障
義
を
発
見
さ
れ
た
の
は
博
士
が
東
方
文
化
学
院
東
京

研
究
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
昭
和
十
年
代
の
初
期
、
今
か
ら
約
四
十
数
年

前
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
博
士
は
二
障
義
の
内
容
の
重
要
性
に

餓
蝿
壗
如
編
著

「
新
羅
元
暁
撰
二
障
義
」

吉
津
宜
英

驚
か
れ
、
そ
の
解
説
を
さ
っ
そ
く
東
方
学
報
東
京
第
十
一
冊
之
一
（
昭
和
十

五
年
三
月
刊
）
に
「
元
暁
の
二
障
義
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
。

そ
し
て
昭
和
二
十
四
年
に
大
谷
大
学
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
、
多
く
の
著

作
を
世
に
出
さ
れ
、
江
湖
を
碑
益
さ
れ
た
こ
と
は
今
さ
ら
筆
者
の
ご
と
き

も
の
の
喋
を
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
今
ま
た
博
士
は
よ
き
協
力
者
村
松

法
文
氏
を
得
て
、
本
書
を
出
版
さ
れ
た
。
今
は
そ
の
内
容
及
び
博
士
の
論

文
を
紹
介
し
、
元
暁
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
も
少
し
く
考
え
て
み
た
い
。

本
書
は
本
文
篇
（
六
七
頁
）
と
研
究
篇
（
六
九
頁
）
の
二
篇
よ
り
成
る
。
本

文
篇
は
二
障
義
の
原
本
に
句
読
点
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
篇
は
冒

頭
に
先
の
横
超
博
士
の
論
文
を
収
め
（
七
頁
以
下
）
、
二
障
義
の
略
科
を
示

し
（
二
一
頁
以
下
）
、
本
文
の
校
注
を
掲
げ
（
二
七
頁
以
下
）
、
‐
本
文
の
引
用
文

の
典
拠
の
一
覧
を
挙
げ
る
（
三
七
頁
以
下
）
。
そ
し
て
最
後
に
既
に
ふ
れ
た

「
あ
と
が
き
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
前
篇
本
文
篇
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
二
障
義
原
本
は
和
装
本
袋
綴
じ

で
、
一
丁
半
面
は
二
十
三
・
一
セ
ン
チ
×
十
六
・
二
セ
ン
チ
、
一
行
十
九

字
詰
、
八
行
で
一
巻
八
十
七
丁
の
筆
写
本
で
、
奥
書
に
は
本
文
と
同
筆
で

「
慈
尊
末
流
応
理
円
実
宗
英
実
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は

法
相
宗
の
英
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
英
実
の
行
迩
は
不
明
で
あ

る
が
、
表
紙
に
本
文
と
は
別
筆
で
も
っ
て
「
応
理
円
実
宗
沙
門
実
算
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
実
算
と
い
う
人
が
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
に
維
摩

会
の
講
師
を
勤
め
、
生
駒
の
良
遍
あ
る
い
は
新
院
良
算
の
弟
子
と
伝
え
ら

れ
る
実
算
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
実
算
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
法
相
宗
の

学
匠
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
本
の
原
本
は
鎌
倉
時
代
の
法
相
学
者
に
研
究
さ

れ
た
手
沢
本
で
あ
ろ
う
、
と
横
超
博
士
は
研
究
篇
所
収
の
「
元
暁
の
二
障
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義
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
の
冒
頭
で
考
証
し
て
お
ら
れ
る
。

さ
て
、
二
障
義
は
次
の
よ
う
な
大
綱
よ
り
成
る
。

第
一
釈
名
義
ｌ
［
ｕ
一
一
一
》
準
蠅
坤
需
嘩
諦
幟
祁
）

第
二
出
体
ヨ
ー
ー
、
顕
了
門
ｌ
｜
Ⅱ
一
一
一
添
轌
硝
識
型
“
卿
郷

一
’
三
、
約
纒
及
随
眠
弁
体

一
’
四
、
就
正
使
与
習
気
明
体

’
五
、
拠
五
法
以
定
障
体

一
’
二
、
隠
密
門

第
三
明
障
功
能
斗
Ⅱ
一
一
一
》
騨
翫
部

第
四
鯛
請
門
相
摂
工
一
津
鯉
十
八
種
績
悩

’
三
、
九
十
八
使

’
四
、
八
種
妄
想

’
五
、
三
種
煩
悩

一
’
六
、
二
種
煩
悩

・
封
画
一
Ｌ
口
趾
ム
コ
ｒ
汀
！
－
、
付
回
コ
コ
ム
ゴ
ー
ー
、
Ｌ
Ｌ
同
司
り
今
１

第
五
明
治
断

一
、
簡
能
治
ヨ
Ⅱ
一
一
一
缶
雌
噸
龍
道

二
、
定
所
断
’
一
、
依
主
伴

’
二
、
拠
起
伏

’
三
、
約
通
別

’
四
、
就
時
世

三
、
明
治
断
差
別
ｊ
’
一
、
伏
断
差
別

’
’
二
、
断
縛
差
別

’
三
、
離
繋
差
別

’
四
、
明
治
断
階
位
’
一
、
明
凡
夫

’
二
、
弁
二
乗

’
三
、
説
菩
薩

第
六
惣
決
択
Ｉ
六
問
答
一
難
通

こ
れ
ら
の
大
綱
を
一
見
し
て
、
そ
の
第
二
門
と
第
三
門
と
に
お
い
て
特

に
顕
了
門
と
隠
密
門
と
の
二
門
に
分
け
て
お
り
、
ま
た
大
綱
で
は
出
て
い

な
い
が
他
の
諸
門
で
も
、
こ
の
二
門
の
体
系
に
分
け
て
論
述
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
も
横
超
博
士
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
顕
了
門
の
所
で
玄
英
三
蔵
所
伝
の
唯
識
学
に
含
ま

れ
て
い
る
二
障
説
を
扱
い
、
隠
密
門
で
は
特
に
勝
鬘
経
や
起
信
論
に
出
る

二
碍
説
や
五
住
地
説
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
顕
了
門
の
二
障
説
に

つ
い
て
は
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
隠
密
門
の
煩
悩
障
に

収
ま
り
、
隠
密
門
の
所
知
障
、
つ
ま
り
住
地
煩
悩
は
顕
了
門
で
は
説
か
れ

て
い
な
い
と
し
、
一
応
隠
密
門
を
以
っ
て
顕
了
門
を
被
い
、
前
者
の
深
奥

を
示
す
。
し
か
し
、
横
超
博
士
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
顕
了
門
の
教
説
の
次

元
の
低
さ
を
主
張
し
た
と
考
え
る
ぺ
き
で
は
な
く
、
新
来
の
唯
識
佛
教
と

そ
れ
以
前
の
佛
教
、
こ
こ
で
は
特
に
起
信
論
の
教
学
と
の
差
異
を
確
認
し

つ
つ
、
相
互
の
連
関
を
意
図
し
た
と
言
う
尋
へ
き
で
、
和
会
と
い
う
言
葉
は

用
い
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
明
ら
か
に
元
暁
の
和
会
の
姿
勢
の
一
つ
の
形

態
を
示
し
て
い
る
。
一
つ
の
経
論
を
偏
重
す
る
よ
り
も
、
す
べ
て
の
経
論

を
会
通
和
融
し
て
い
こ
う
と
す
る
所
に
元
暁
の
佛
教
観
が
あ
る
と
言
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
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た
だ
、
こ
の
文
献
が
正
倉
院
文
書
の
中
で
「
起
信
論
二
障
章
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
起
信
論
の
教
理
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
章
門
で
あ

り
、
起
信
論
の
教
理
が
会
通
和
融
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
元
暁
の
多
く
の
著
作
の
中
で
特

に
起
信
論
疏
お
よ
び
同
別
記
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
と

も
結
び
つ
く
が
、
今
は
問
題
提
起
だ
け
に
止
め
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
二
障
義
の
第
五
明
治
断
の
四
門
分
別
の
う
ち
の
第
四
「
明

治
断
階
位
」
の
項
を
法
蔵
が
参
照
し
、
そ
の
二
乗
と
菩
薩
の
断
道
の
あ
り

方
を
華
厳
五
教
章
の
所
詮
差
別
の
断
惑
分
斉
第
六
（
大
正
蔵
四
五
、
四
九
二

頁
中
）
で
は
大
乗
始
教
と
終
教
と
の
区
別
に
転
用
し
て
い
る
と
の
横
超
博

士
の
御
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
古
来
、
元
暁
の
起
信
論
疏
と
同
別
記
と
を

法
蔵
の
起
信
論
義
記
が
大
い
に
参
酌
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
っ
た
が
、

今
や
五
教
章
と
二
障
義
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
、
更
に
近
時
鎌
田
茂
雄
博

士
弓
十
門
和
詳
論
』
の
思
想
史
的
意
義
」
（
『
佛
教
学
』
第
十
一
号
、
昭
和
五

六
年
四
月
）
に
お
い
て
十
門
和
詳
論
の
内
容
が
五
教
章
所
詮
差
別
の
種
性
差

別
第
二
に
転
用
さ
れ
て
い
る
と
の
論
証
が
な
さ
れ
て
み
る
と
元
暁
と
法
蔵

と
の
思
想
的
関
連
は
質
量
と
も
に
予
想
以
上
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
ふ
れ
た
結
城
博
士
の
印
佛
学
会
で
の
御
発
表
も
智

侭
法
蔵
師
資
に
よ
る
華
厳
教
学
の
形
成
に
対
し
て
、
特
に
法
蔵
の
思
想
に

与
え
た
元
暁
の
教
学
の
影
響
の
大
き
さ
の
指
摘
に
中
心
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
私
自
身
も
最
近
元
暁
の
起
信
論
疏
お
よ
び
同
別
記
と
法
蔵
の
義
記

と
を
対
照
研
究
し
、
さ
ら
に
宗
密
の
起
信
論
疏
を
読
ん
で
み
て
、
元
暁
疏

が
そ
れ
ら
華
厳
宗
の
人
友
の
注
釈
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
に
驚
き
、
か

つ
元
暁
研
究
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
横
超
博
士
は
元
暁
の
思
想
研
究
の
た
め
に
は
慈
恩
基
（
六
三
二
’

六
八
二
）
の
教
学
と
の
対
照
を
力
説
さ
れ
て
い
る
。
前
の
論
文
で
は
二
障

義
の
研
究
の
た
め
に
は
特
に
大
乗
法
苑
義
林
章
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る

断
惑
章
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た
本
書
の
「
あ
と

が
き
」
で
は
「
元
暁
の
二
障
義
と
、
窺
基
の
唯
識
述
記
及
び
唯
識
枢
要
を

比
今
へ
る
時
、
元
暁
の
歴
史
的
位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
よ
う
に
思

う
」
と
言
わ
れ
、
よ
り
一
層
法
相
唯
識
学
と
の
対
置
の
必
要
性
を
前
面
に

お
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
二
障
義
の
本
文
を
読
み
、
特
に

玄
挺
所
伝
の
教
学
に
よ
る
顕
了
門
の
部
分
に
縦
横
に
引
用
さ
れ
た
唯
識
関

係
の
経
論
に
接
す
る
時
に
肯
首
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
詳
細
な

「
二
障
義
引
用
文
典
拠
」
が
添
え
ら
れ
、
我
食
は
元
暁
所
引
の
原
典
に
ま

で
容
易
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
配
慮
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
琉
伽
論
を
始
め
と
す
る
多
く
の
唯
識
典
籍
の
引
用
が

示
さ
れ
て
い
て
、
元
暁
の
博
引
労
証
に
は
驚
嘆
の
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
元

暁
の
思
想
研
究
の
た
め
の
玄
英
所
伝
の
唯
識
の
重
要
性
は
元
暁
自
身
が
玄

英
所
伝
の
経
論
の
多
く
の
も
の
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

立
証
さ
れ
よ
う
。
元
暁
に
は
多
く
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
解
深
密
経
疏
三
巻
・
礒
伽
抄
五
巻
・
雑
集
論
疏
五

巻
・
中
辺
分
別
論
疏
四
巻
（
第
三
巻
の
み
存
）
・
摂
大
乗
論
抄
四
巻
・
広
百
論

宗
要
一
巻
・
判
比
量
論
一
巻
（
断
簡
存
）
・
因
明
論
疏
一
巻
な
ど
主
要
な
唯

識
経
論
へ
の
注
釈
が
存
在
し
た
こ
と
は
元
暁
に
と
っ
て
玄
英
唯
識
は
単
に

批
判
の
対
象
で
は
な
く
、
彼
の
教
学
の
中
で
重
要
な
支
柱
の
一
つ
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
‐
横
超
博
士
の
高
論
の
指
摘
に
よ
っ
て
元
暁
に
お
け
る
玄
葵
所
伝
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の
法
相
唯
識
学
の
比
重
の
大
き
さ
と
元
暁
教
学
の
法
蔵
へ
の
影
響
と
の
二

点
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
一
番
の
問
題
点
は
元
暁
の
著
作
を
総
合

的
に
検
討
し
、
彼
の
思
想
を
立
体
的
に
明
確
に
し
、
そ
こ
に
二
障
義
を
位

置
づ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
元
暁
の
著
作
は
現
存
の
も
の
、
目
録
な
ど
に

名
前
の
出
る
も
の
を
加
え
る
と
六
十
部
以
上
、
百
三
十
巻
に
も
達
す
る
膨

大
な
量
に
な
る
。
そ
の
う
ち
現
存
の
も
の
は
東
国
大
学
出
版
の
『
韓
国
佛

教
全
書
第
一
冊
』
（
一
九
七
九
年
一
月
）
に
す
べ
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
二
十

三
部
二
十
六
巻
に
す
ぎ
な
い
。
目
録
上
の
数
字
か
ら
比
べ
る
と
部
数
で
半

分
以
下
、
巻
数
で
は
六
分
の
一
以
下
の
も
の
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
。
と
も
か
く
現
存
の
著
作
に
つ
い
て
、
著
作
相
互
の
引
用
関
係
を

調
尋
へ
て
み
る
と
二
障
義
は
浬
渠
宗
要
に
一
回
、
金
剛
三
味
経
論
に
五
回
、

起
信
論
疏
に
二
回
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
障
義
と
並
ん

で
多
く
関
説
ざ
れ
る
の
が
一
道
章
で
あ
り
、
本
業
経
疏
に
一
回
、
起
信
論

疏
に
二
回
、
二
障
義
に
一
回
、
そ
し
て
中
辺
分
別
論
疏
に
一
回
引
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
一
道
義
あ
る
い
は
一
道
章
は
現
存
し
な
い
の
で
内
容
は
わ

か
ら
な
い
が
、
正
倉
院
文
書
で
は
二
障
義
と
同
様
に
「
起
信
論
一
道
章
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
起
信
論
の
分
別
発
趣
道
相
に
拠
っ
て
立

て
ら
れ
た
章
門
で
、
五
十
二
位
や
唯
識
の
五
位
の
修
行
体
系
な
ど
を
詳
論

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
障
義
が
煩
悩
の
側
面
か
ら
断
道
に
展
開
す
る
文

献
で
あ
る
の
と
対
比
し
て
、
一
道
義
は
正
面
か
ら
修
道
論
を
扱
っ
た
も
の

で
あ
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
、
両
者
は
元
暁
教
学
の
断
惑
証
理
の
体
系
を
表

わ
す
重
要
な
二
つ
の
文
献
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

し
て
、
そ
の
両
者
が
い
ず
れ
も
起
信
論
を
基
盤
と
し
て
立
て
ら
れ
た
章
門

と
思
わ
れ
、
元
暁
の
佛
教
思
想
に
お
け
る
起
信
論
の
重
要
性
が
改
め
て
浮

び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
本
書
の
発
刊
は
元
暁
の
教
学
の
形
成
と
そ
の
展
開
を

研
究
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
我
食
に
と
っ
て
大
き
な
資
料
と
刺
激
を
与
え
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
元
暁
研
究
を
概
観
す
る
時
、

も
っ
と
も
広
く
研
究
さ
れ
て
い
る
の
は
両
巻
無
量
寿
経
宗
要
、
阿
弥
陀
経

疏
、
さ
ら
に
は
遊
心
安
楽
道
な
ど
の
文
献
に
拠
る
元
暁
の
浄
土
思
想
の
領

域
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
恵
谷
隆
戒
博
士
に
よ
っ
て
遊
心
安
楽
道
偽
作
説
が

提
起
さ
れ
、
そ
の
問
題
は
い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
そ
の
浄
土
教
の
分
野
に
比
べ
れ
ば
細
堂
な
が
ら
法
華
宗
要
・
浬
渠
宗

要
・
金
剛
三
味
経
論
・
起
信
論
疏
な
ど
の
研
究
も
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
個
禽
の
著
作
の
教
理
を
分
析
す
る
段
階
に
留
ま
り
、
著
作

相
互
を
縦
断
し
て
、
総
合
的
に
研
究
し
て
ゆ
く
方
向
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

本
書
は
先
に
も
少
し
く
み
て
き
た
よ
う
に
一
経
一
論
の
注
釈
で
は
な
い
が

故
に
、
そ
の
研
究
は
元
暁
の
思
想
を
総
合
的
に
把
握
し
て
ゆ
く
視
点
を
与

え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
従
来
の
個
盈
の
著
作
の
研
究
成
果
は
こ
の
二

障
義
の
体
系
の
中
で
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
・

そ
し
て
元
暁
の
総
合
的
研
究
を
推
進
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
横
超
博
士
の

御
指
摘
の
よ
う
に
法
相
莚
の
教
学
の
研
究
の
必
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
れ
に
加
え
て
地
論
慧
遠
（
五
二
三
’
五
九
三
、
三
論
吉
蔵
（
五
四
九
’
六
二

三
）
、
華
厳
智
倣
（
六
○
二
’
六
六
八
）
な
ど
の
研
究
の
進
展
と
そ
れ
ら
を
元

暁
の
教
学
と
対
比
す
る
こ
と
が
必
須
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
特
に
基
の

膨
大
な
著
作
に
向
っ
て
の
真
華
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
中

国
佛
教
思
想
史
研
究
の
遂
行
に
と
っ
て
も
大
き
な
障
害
で
あ
り
、
我
食
華

厳
学
研
究
者
の
視
野
に
入
れ
て
研
究
す
等
へ
き
も
の
か
と
も
思
う
が
、
中
国
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法
相
宗
の
専
門
の
研
究
者
の
輩
出
を
順
う
の
み
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
は
元
暁
の
思
想
形
成
の
面
で
の
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
何

と
い
っ
て
も
元
暁
は
新
羅
の
人
で
あ
り
、
彼
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ

く
こ
と
は
新
羅
高
麗
の
佛
教
史
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
入
唐
し
て
智
傭
に
就
学
し
た
義
湘
（
六
一
五
’
七
○
二
）
は

一
乗
法
界
図
だ
け
を
著
わ
し
、
入
唐
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も
断
念
し
た
元

暁
は
膨
大
な
書
物
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
対
雛
的
な
両
者
の
教
学
を
明
ら
か

に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
義
湘
の
そ
れ
が
智
倣
の
延
長
と
し

て
把
握
で
き
る
の
に
対
し
て
、
元
暁
に
は
無
師
独
悟
の
独
自
性
が
感
取
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
我
食
は
こ
の
二
年
間
鎌
田
茂
雄
博
士
の
御
指
導
の
下
に

高
麗
朝
初
期
の
華
厳
学
者
で
あ
っ
た
均
如
（
九
一
三
’
九
七
三
）
の
釈
華
厳
教

分
記
円
通
紗
の
輪
読
会
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
第
一
回
目
の
成
果
が
「
釈

華
厳
教
分
記
円
通
紗
の
注
釈
的
研
究
」
（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
、
第
八
十
四

冊
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
）
で
あ
る
が
、
こ
の
均
如
は
も
ち
ろ
ん
義
湘
の
華

厳
の
法
統
を
継
承
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
元
暁
の
教
学
を
多
く
引
用
し
て

い
る
。
著
作
名
で
言
え
ば
十
門
和
詳
論
・
普
法
記
・
浬
薬
宗
要
・
華
厳
宗

要
・
金
光
明
経
疏
・
起
信
論
疏
・
中
辺
分
別
論
疏
・
一
道
章
、
そ
し
て
二

障
章
な
ど
の
引
用
が
見
ら
れ
、
ま
た
典
拠
の
知
ら
れ
な
い
元
暁
の
言
葉
も

多
く
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
均
如
の
文
献
に
も
義
湘
と
と
も
に
元
暁
を
重

視
し
て
ゆ
く
新
羅
高
麗
佛
教
の
一
つ
の
あ
り
方
が
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

田
心
フ
。こ
の
よ
う
な
義
湘
・
元
暁
か
ら
均
如
や
義
天
の
活
躍
、
そ
し
て
知
調

（
二
五
八
’
二
二
○
）
の
出
現
に
至
る
ま
で
の
新
羅
高
麗
の
佛
教
史
は
深

く
日
本
の
鎌
倉
時
代
の
佛
教
に
反
映
し
て
お
り
、
特
に
華
厳
の
二
大
巨
匠

で
あ
る
高
弁
（
二
七
三
’
三
三
三
と
凝
然
（
三
四
○
’
一
三
二
一
）
の
著

作
に
は
新
羅
や
高
麗
の
佛
教
文
献
が
多
く
引
か
れ
、
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
元
暁
の
研
究
を
始
め
と
す
る
新

羅
高
麗
佛
教
史
の
闘
明
は
日
本
佛
教
史
研
究
を
も
碑
益
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
も
本
書
出
版
の
意
義
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同

時
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
文
献
が
こ
の
よ
う
な
形
で
多
く
世
の
中
に
出

て
き
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
横
超
慧
日
博
士
の
長
年
の
念
願
の
成

就
を
寿
ぐ
と
と
も
に
村
松
法
文
氏
の
労
苦
に
思
い
を
馳
せ
、
本
書
の
紹
介

の
し
め
く
く
り
と
し
た
い
。

（
昭
和
五
四
年
二
月
平
楽
寺
書
店
Ｂ
５
版
本
文
篇
六
七
頁
研
究
篇
六

九
頁
六
、
五
○
○
円
）
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